エリコの城
1年目/8月/第3週目

「聖書物語シリーズ」
・聖書箇所　ヨシュア 6:1－20
・暗唱聖句「兄弟たち。あなたがたの中では、だれも悪い不信仰の心になって生ける神から離れる者がないように気をつけなさい。」ヘブル3:12
イスラエルの新しいリーダーとなったヨシュアさんは、イスラエルの民を率いて、なんとヨルダン川を渡りました。とうとう神様が約束された、カナンの地（乳と密の流れる地）に入ったのです！　一方カナンの地に住む人々は、あのうわさのイスラエルの民が砂漠を乗り越えて（信じられない！）、ヨルダン川をわたったぞー！と、噂は広まり、イスラエルの民を恐れていました。　
お話し　ヨルダン川を渡ることに成功したヨシュア。さあ、次は神様はどのようにイスラエルを導かれるのだろう？と考えていました。何せ、目の前にはカナンに住んでいる多くの敵がいます。
・神様はヨシュアに語られました。「私は、エリコをあなたの手に渡した、エリコを攻めなさい。」

・エリコは高い城壁に囲まれた町で、門は堅く閉ざされていました。高い城壁に囲まれた頑強な町を神様は一番最初のターゲットとして、ヨシュアに与えられました。

・エリコとは：「疑いに心を開く」という意味があります。

・神様の戦法はこのようでした。
· まず、神様の箱（契約の箱）を祭司が担ぎ、その前を7人の角笛を持つ祭司が歩く。そして、武装した戦士も付いて歩く。

· はじめの6日間エリコの城壁の周りを静かに回る（一日一回）

· 7日目に朝から7回エリコの周りを回り、7度目に祭司達が一斉に角笛を吹く。

· 兵士達は時の声を上げてエリコの町を攻める。

・ヨシュアはこれを神様から聞いて、「え！？？」と思ったでしょう。何？この作戦と思ったに違いありません。でもヨシュアは神様が言われたので、人々に神様の言われた通りを伝えて実行します。

・イスラエルの民は神様の言われた通りに実行しました。そして7日目の７周が終わり、兵士達が声を上げた時。
・エリコの城は、音を立てて、「ガラガラガラ！！！」と崩れてしまいました。

・それいけー！とヨシュアの合図でイスラエルの兵士はエリコに攻め入って、あっという間にエリコを征服してしまいました。
　

ポイント
・ヨシュアさんは、ヨルダン川を渡った後、まず最初に神様にどのように進んだら良いのかを訪ねました。皆さんは、神様にどのようにしたら良いのか聞いていますか？
・神様の戦法は、とんちんかんでした。なぜ、城を攻めるのに、周りをまわるのか？　声を上げるのか分かりません。そんな事聞いたことも、見た事もありませんでした。神様を疑うことも出来たでしょう。しかし、ヨシュアは神様を信じてに従ったのです。

・神様は時に不思議な方法で私達を導かれます。でも、それに従うときに、神様は私達に勝利を与えてくださいます。それは、私達が自分の力で勝利したのではなく、神様の力が唯一の勝利を与えてくださると知る為です。この話しは、神様の偉大さを伝える有名なお話しになりました。
・皆さんも、疑わないで、神様にいつも聞き従う者になりましょう！

